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いま、　　 ｇ

富士山は　ｌ

悲 鳴を

上げています
富士山は古くから、信仰の対象、

芸術の源泉として人々に愛されてきました。

しかし、現状を一言で説明するなら、

「富士山は悲鳴を上げている」と言わざるを得ませんＯ

人が多すぎる!

登
録

2012　2013　2014　2015　2016　2017　2()18　2019　　　　　　　　　　　　　

出典：山梨県観光入込客統計( 山梨県)
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景 観 が

信 仰 の 場 に

ふさわしくない
信仰の場である冨士山小御 嶽神社は店舗 の背後

にあり、観 光客 に目 立ちにくい 配置 になってい ま

す。店 舗は、 混雑 することもあり、観 光 客のニ ー

ズ に寄り添った サービ スが難しい状 況で す。 結果

的に観 光客 の満足度が 下がり、 少額しか 消費しな

い 「ゼロド ルツーリズム」の問題 が起きています。

この ままでは、富 士山で 働く人 たちや麓の 自治体

は負 担が 増すばかりで、 経済効果が 見込めません。

１

●

環境負荷 力

大 きすぎる!

q

Ｘ
1９

五 合目には電気と上下 水道が 敷かれていません。

電気は、麓から運 んだ重油などを燃 やして発電 機

を 動かしてい ます。 水も 麓からタン クローリー車

で運んでい ます。観 光客を乗せる大型 バスに加え、

重油や 水などを運 ぶ 大型車 の排気ガ スは 大量で、

自然 環境 に悪影 響を及ぼし ます。ト イレは環 境に

配慮したバ イオ式 にしていますが、衛 生面で 国際

基準を満たしているとは言えない状況です。

C02

増加

ロバスやマイカーから

大量の排気ガス

町
夕

‘

～

ロバイオトイレの

処理が追いつかない

口重油や水などの

運搬車数の増加　　　　　　　ｉ　

幽

心ＳＣＯＡＣＨ
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富士山を

守るための

計画と葛藤
明治以降、県や学者、民間企業が

さまざまな登山鉄道計画を発表しました。

しかし、自然保護や資金不足などを理由に

どの計画も頓挫して今に至ります。

今こそ抜本的な対策が必要です。

決して「登山鉄道構想ありき」ではありません。

196 ４

ケーブルカー構想は断念

富士スバルライン開通

戦 後間 もない1945 （昭和20 ） 年11

月の山梨県議 会で「五 合目までは自動 車

道 路、五 合目 から 頂 上に 至る ケ ーブ ル

カーを 架設 する」という方 針が示され た。

その 後、 山 梨県 出 身の 経済 人ら が 相次

いで 地上 電 車や 地下 ケ ーブ ルカ ーな ど

のアイデ アを 発表した。

1953 年、 当時設 立され たばかりの日

本自 然保 護協 会 は、 スバ ルラ イン建 設

を 容 認す る一 方で、 登山 鉄 道 計画 には

反対 を表明。1954 年、五 合目以 上と登

山 道付 近 が天 然 記念 物に 指定さ れて い

るこ とな どを 理由 に、 登山 鉄 道 計画 は

不許 可となった。

ス バル ライン の 計画 だけ が 残り、 東

京 オ リン ピッ ク開 催 に 合 わ せ て1964

年 に開通。 五 合 目から 下 の山小 屋な ど

が廃 業 する 一方、 五 合目の 観 光 客や山

頂を めざ す 登山 者が 一 気 に増え るきっ

かけとなった。

199 ４

渋滞解消・自然保護のため

マイカー規制を初実施

渋 滞解消と車の 排ガ スによる樹 木の立ち

枯 れを 防 ぐ た め、 山 梨 県 は1994 年 ７月~8

月に初めてマイカー規制を実施した。当

初は五 合目の観 光業者などが「登山客や収

入 が減少 する」な どと反対したが、その後

毎年夏 山シ ーズンに実施されている。

世界遺 産に登録された2013 年以降、規

制期 間は 拡大する傾向 になった。この規制

で、マイカ ーの台 数は減ったが、規 制対象

外の大型観 光バ スなどは増え た。

16.9

10.6

二::: 雲 乱
。12'6

11'6　10.6　11.4　9.7
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2012　2013　2014　2015　2016　2017　2018　2019　　　　　　　　　　　　　　　　　　
年

出典：山梨県道路公社資料

1994 ～1996

新交通システム導入を

山梨県が検討

大 型観 光 バスの 排ガ スを抑 制 する、 噴

火 などの自然災 害に備え る、ト イレ の衛 生

面を改 善する一一こうした課題を 解 消する

ため、山梨県は1994 年 度から新交 通シ ス

テム導入の検討を始めた。

富士 スバ ルラ インを利 用・一 部 利用 な

ど 複数 案の ル ート で、 工 事のし や すさ や

環 境 保 全 を 検 討。 1996 年 度 か ら は、 富

士 スバルラ インを利用 することを前 提に、

四 合目一 五 合目 間の スラッシ ュ雪崩 多 発

地帯 は洞 門の 延長 やトン ネル の設 置を 見

込 んで、 新た に導 入す る交 通シ ステム を

検討した。

新交通 システムは、勾配やカーブ の度合

いや 輸送力などを 考慮して、電気 バスやゴ

ムタイヤ式 新交通システム､リニアモーター

カーなど ６種類を検 討した。どのシステム

も技術的な課題 が指摘され、当時は 開発 途

上のものもあり、今 後も開発動向を見 極め

るということで結論 は出なかった。



1935

地 下 ケ ー ブ ル カ ー で

麓 か ら 山 頂 ま で

1940 年開 催予定だった東 京五輪

（結局は不開催）に向け、元貴族院

議員の 貴金属 商が富士吉田口と山

頂をつなぐ地下ケーブルカーを計

画。観 光業者は賛成したが、登山

家や地元民が反対し、内務省が計

画を不許可にした。

1946

鳴 沢 村 と 山 頂 を 結 ぶ

超 長 距 離 ケ ー ブ ル 計 画

山梨と東京の実業家らでつく

る富士登山索道株式会社が鳴

沢 村と 山頂を 結 ぶヶ 一ブ ル

カー案を発表したが、実現せ

ず。同時期に計画された登山

口 から五合目の道路建設は許

可された。

2019

富士五湖観光連盟

推進から反対の立場へ

富士山の価値を

活用しようとする

過去の主な計画
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2021

富士 急 行が 富士 急 行線 （大月駅 一 河口

湖駅）を五 合目まで伸ば す構 想を発 表した。

富 士スバルライン上 に鉄道を敷 設する案 で、

成田 空港から五合目まで の直通運 転をめざ

す 計画だっ た。このアイデ アに対し、当 時

の 山梨県 知 事は 「環 境負 荷が 少 ない 案で

検討 の余地がある」などと話した。

2015 年、富士 急行社 長が 会長を 務める

富士 五湖 観 光連 盟 が同 様の 構 想を 提言し

た。 入山者数をコントロ ール できることや、

ライフラインを同 時に整 備で きること、 冬

も五合目に行けるため来 訪者を分 散させる

ことなどを メリット に挙げ た。さら に、 富

士五湖畔の 修景を同時実施し、観 光施設や

宿泊施 設での サービ ス向上を図るこ とに触

れた。

※富士五湖観光連盟は2019 年､ 電気バス

のほうが「環境保全やコスト面で優れてい

る」として、登山鉄道整備に反対の立場を

表明した。

㎜ ・S-･

1963

「 ハ イ ヒ ー ル で

日 帰 り 登 山 」

富 士 急 行 が 提 案

静岡・富士 宮口を 起点 に、 地

下 ケーブ ルカーで頂上に行け

るアイデアを発表。キャッチフ

レーズは「ハイヒールで日帰り

登山j だったO 自然保護意識

の高まりを受け、1974 年に開

発申請を取り下げたO

有識者会議が

LRT がベストと答申

2019 年７月、富士山登山鉄道構想検討

会が発足した。富士五湖観光連盟が提案し

た「富士スバルライン上に軌道を敷く登山

鉄道」構想を、技術的・経済的観点から検

証するのが目的だった。

鉄道ルートは富士スバルライン上に鉄道

やLRT などを走らせる案と、四合目一五

合目間はケーブルカーやロープウェイを使

う案の２案が検討された。その結果、富士

スバルライン上にLRT を走らせる案が、

●比較的氷雪に強い

＠低騒音でバリアフリー性に優れる

●緊急車両を併用できる

などの理由でベストな案だとされた。

この検討結果について、一部の自治体か

らは、検討会の理事に山梨県内の関係者が

少なかったことなどを理由に反発の声が上

がった。

＼ｹ 六 ／

2023

警 察 と 連 携 し た

登 山 者 安 全 確 保 対 策

新型コロナの行動 制限が緩和され、来訪

者数が コロナ 前2019 年の 水準に戻り、 五

合目や登山道が 渋滞し、登山者の安 全を確

保 するため の対策が 課題となった。さらに、

山中の山小 屋がコロナ対応で 収容人数を減

らしてい ることもあって、 五 合目を 夜 間に

出発し、山小 屋に泊まらず 夜通しで一気 に

富士山頂を めざ す「弾丸 登山者」 が 増え、

山 頂付近や登山道でのマナ ー対策も必要に

なった。

山 梨県 は、 八 合目付 近の 巡 回指 導員 を

週 末に増員するなどの対策をしつつ、道路

法 や道 路交 通 法に基 づい た入 山規 制の可

能性を検討。山 梨県 警と協 議のうえ、混雑

予想時の一時的な雑踏 管理 など、現行法制

度下において可能な限りの手だてを講じた。

2024 年 度に向け、 登山 者数を 規制する

条 例案 の検討も始まっている。

Ｊ次ページにて現状の計画をCＨEＣＫ J
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富士山を

22 世紀仕様に

リデザインする
１００ 年 後 か ら 見 て 誇 れ る

地 域 づ くり の た め に

世界遺産登録後、山梨県をはじめ、地元民間企業も

知見を生かした多様なアイデアを提案してきました。

しかし、課題解決には向かいませんでした。

富士山が瀬戸際を迎えた今こそ、

これまでの発想とは異なる

抜本的な対策が必要です。

自然環境を傷つけず、

来訪者コントロールや環境負荷を抑える。

それが富士山登山鉄道構想です。

登山鉄道構想が実現すれば、

オーバーツーリズムなどの

マイナス部分を解消するだけでなく、

世界レベルの観光エリアの形成など

地域の価値を引き上げることができます。

五号目の駅のイメージ

登山鉄道 構想によって、景 観の改

善やインフラの整備が進みます。富

士山噴火時の防災施設もできあがり、LRT

が富士五湖周辺へ延伸されれ

ば広域 の観光エリアがで き、地域

の付加価値が上がります

－ -
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口

来 訪 者 数 の

コ ン ト ロ ー ル が

可 能 に ！

鉄 道は 乗客 数や 運 行本 数を 決めら れ

るので、来 訪者数を確 実にコントロ ール

できます。 オーバ ーツ ーリズムが 解消さ

れるので、 来訪者は上質な時間を過ご す

ことが できるようになります。 来 訪者数

がコントロールさ れていることで、五 合

目で営業 する各店舗も、行き届いたサ ー

ビスを提供 できるようになります。

●

」
－

－

－

いつでも誰にでも

上質な空間を

ゝゝ
ゝ ％

ちゝ
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口

五 合 目 の イ ン フ ラ が

整 備 さ れ

環 境 負 荷 を 軽 減 ！

LRT の軌 道を 生 かして、 電気 と上 下

水 道のライフラインを整え ます。こ のた

め、重油 や水などを運 ぶタンクロ ーリー

が不 要になり、 富士山に与え る環境負荷

を 抑えることが できます。 懸案だったト

イレも清 潔になります。 来訪 者は クリー

ンな環 境で、快適に五 合目で過ご せるよ

うになります。

●

」

―
－

－

クリーンな環境で

楽しめる五合目

不参
牝

〆
〆　
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口

人 に も 環 境 に も 優 し い

次 世 代 型

交 通 シ ス テ ム

LRT は 騒 音や 振動が 少 なく、段 差 が

ないのが特徴で す。快適に移動でき富士

登山という特別な体験 を誰もが 共有でき

ます。 また、軌 道から充電 するワイヤレ

ス給電など架 線レス方式なので､ パンタ

グ ラフがありませ ん。 軌道沿いに電柱を

立 てて架 線をつくる必要がないため、環

境 にも優しい交通システムです。

●

」
－

－

－

ノリ アフリーで

非日常の体験を

” ＝ ４ ％

1
1
1
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山中を登るLR Ｔ
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車内のイメージ

マ イ ナ ス 部 分 の 解 消 だ け で な く

jしi･.lj:･ji.::ﾉ･j:jj?i:
………
卜地 域 の 価 値 を 引 き 上 げ る

地理院地図を利用して作成　 ７
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スマートに楽しむ

未来の富士登山
新しい交通システムが実現すると、

｢信仰の対象｣｢芸術の源泉｣ など富士山が持つ本来の価値は回復し、

次世代の人たちに、その価値が継承されていきます。

信 仰 の 対 象 、 芸 術 の 源 泉

本 来 の 富 士 山 を 守 る

五合目にある冨士山小御嶽神社は

937 年に創建された。毎年、開山日

には多くの関係者が集まり、登山者

や観光客の安全祈願をしている

りｅ↑ｏｒｅ

イラストは イメージを共 有 するために山 梨県 が 制作したもの です。

貝体 的な 整備 案は 今後 決め てい きます。

が 訥r

コ ンクリートが む き出しに なっ てい

る 駐車 場エリアに、緑 の植生 を復 元。

畠土 山 が 本来 持 つ景 観 に 近 づ ける

ことで 、自然 と調和し た五 合目の エ

ントランスに
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みなさまの

質問に答えます。
Ｑｕｅｓｔｉｏｎ ＆ Ａｎｓｗｅｒ

県が提案している構想に対し、

多くの方々から質問をいただきます。

ここでは、よく聞かれる質問をピックアップし、

現時点でお答えできることを最大限にお知らせします。

自 然 破 壊 に な る の で は ？

木 は1 本 も 伐 採 せ ず に

済 む の か ？

富士スバルラインの上 に軌 道を敷いて、騒 音や

振動の少 ない 次世代 路面電 車（LRT ）を走らせ

るのが 登山鉄 道です。切り返しなどで一部造 成

工事が 必要な箇所 があるかもしれ ませ んが、 大

規模工事 は必 要ないと考えています。

一 一 一 一 一 一 一 － －

上 高 地 の よ う に

観 光 バ ス の 乗 り 入 れ

規 制 は で き な い の か ？

上高地 公園線 は富士スバル ラインと比べ、幅員

が 狭くヘアピンカ ーブ の半径もきついな ど道路

規格が 大きく異なります。

道路交 通法で交通 規制する場合は、必 要最小限

でと極めて抑 制的に定められてい ます。上 高地

はバ スが 渋滞しやすい道 路構造 なのに対し、富

士 スバ ルラ インはマイカ ー規 制の 効 果もあり、

現 状では渋滞 などは 起きておらず、大 型バスの

通 行を規制 できる条件には当て はまらないと考

えます。

電 気( Ｅ Ｖ) バ ス で も

い い の で は ？

富士 スバルラインは 道路 法上 の道路 であり、上

記 で述 べたとおり、EV シャトル バスだけを通し

て、それ以外のバスの交 通を規 制することができ

ないので、来訪者数のコントロールができません。

また、バ ス運 転手の 人手不足 が予想さ れており、

鉄道と同じだけの来 訪者を 輸送するには運 行管

理上の限界があると考えています。

さらに、富士 山という資産 をどうデ ザインして

後世に残していくかというのが 私 たちの課題 で

す。 公共空 間を 再編 するにあ たり、 電気 バスは

イン パ クト が 少 ない と 地 元 の 検 討 会 報 告 書(2015

年５月) でも指摘されています。

県 が 鉄 道 を つ く る の か

まだ 決まっていませ んが、「基盤 整備 は公的 主

体、LRT の運行管 理は 民間」が 担うという方式

（上 下分離方式）を想定しています。

LRT の 線 路 を 敷 く 基盤 整 備 事業 は費 用 も 多

額 にな るた め、国 の 支援を 受け ながら 公が 担

い、 運 行な どに つい ては、 民間 の資金 とア イ

デ アを 生か して もらう こ とを考 えてい ま す。

」Ｏ

町

１
ａ
ｎ
冊

来訪者

買 い物や宿 泊をして消

費 額が 増えるので、ゼ

ロドル ツーリズ ム（地

域経済に好影 響を 与え

な い 旅 行形 態の こと）

が 解消される

八

Ｓ

。Ｉ

ｌ

ｉ

。

Ｉ

く

Ｓ

ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

｜　　　　　　　　　 ’

く
● ● ●

●

●

●

●

●

●

オー バーツーリズ ムが

解 消さ れ、来 訪者ごと

に適切な サービ スを 提

供できる

観光業者

富士山麓の自治体

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

観光業者はこれまでにない付加価値の高いサービス

を 提供できるようになる。麓の自治体はこれまで負

担が増える一 方だったが、富士山観光の活性 化で、

地域経済にも好影響が出てくる

富 士 山 が 噴 火 し た と き 、

危 な い の で は ？

富士山が 噴火 すると、山中にいる人は噴石 と火

砕 流に気をつけなければなりません。 登山鉄 道

は麓 から五合目の 間に幾つか の駅をつくること

を想 定しており、 その駅 に噴石などから身を 守

るシェルターを設置 するのでいま以上 に安 全に

なります。

また、噴火 する際には前 兆があります。 早けれ

ば １～２ 週 間前に兆候を察知 できます。こうし

た情 報を総合して鉄道を 運行し、被 害が出ない

よう十 分な 配慮をします。
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LＲＴ事業で収益が上がる

:S　　 ● ●

● ●

収 益の一 部が

山 梨県に分 配される

”　　　　 ●●　　 ●●　●●　　　φ●　　　　　　●●　　　φ●　
●●舜 妙

山 梨 県 民

分配されたお金を活用して、山梨県は独自に、「県民

一人ひとりが豊 かさを実感できる行政サービス」を

提供できるようになる

鉄 道 が で き る と

冬 も 人 が 来 る か ら 、

年 間 ト ー タ ル の 来 訪 者 は

増 え る の で は ？

こ れまで五合目の来 訪者は、夏の 開山 期間に集

中し ていまし た。このピ ーク時の人 数を 分散し

てオー バーツ ーリズ ムを 解 消し、１年間を 通じ

て富士 山にお越しいた だくことを考えてい ます。

登山鉄道利 用者に費 用を 負担いただくことで 電

気 や上下 水道などの インフラも整い ます。ピ ー

ク時の 混雑を緩 和すると同時に、 四季折 々の 富

士山観 光を提供で きると考えています。

建 設 す る と し て 、

何 年 か か る ？

そ の 間 、 土 産 物 店 や

山 小 屋 、 山 岳 ガ イ ド は

ど う な る の ？

技 術的 な 課 題を 検 討 す る専 門家 会 議 が2023

年10 月に発足し、 工法 や課題解 決に向けた工

期の検 討をしてい ます。

工 事の 間、 吉田口 登山 道を 活 用して 山岳 ガ イ

ド の 皆さ んに 働い てい た だける よう県 は 支援

し ていきます。

五 合目 の土 産物 店 は 営業 が で き ませ んの で、

県 がし っかり休 業 補償をし ていき ます。 また、

休 業 する 土産 物店 の 皆さ んに は、 工 事後 に出

来 る新 た な施 設 に入っ て営 業し てい ただ ける

よう検討 していきます。

一 一 － － 一 一 一 一 － －

１ 〃 Ｗ 〃
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鉄 道 の 電 車 代 が

往 復1 万 円 だ と 聞 い た が 、

高 す ぎ る ！

2021 年 ２ 月の有識 者会 議の結 論で、試 算し た

ところ１万 円という数字 がはじき出され、その

数 字だけ が 皆さん に伝 わってい ます。 しかし、

この 金額は 試算のひとつで決定したものではあ

りません。 海外の観 光地で は国 内観光者と外国

人 観光 客で別 料金にしてい る場所もありますの

で、そ のようなことが できない かというの は検

討 課題の ひとつで す。 また、 富士山に年に何回

も登るという方は少ないの ではないでしょうか。

五 合目を 過ごしや すい空間にリデ ザ イン するこ

とで、「上 質な 旅」を体 験していただく。「大 切

な人との記念日だから富 士山の五 合目に 行こう」

という 人たちにも満足し ていただけ る空間づく

りをしていきたいと考えてい ます。

架 線 を 使 わ な い

給 電 の 技 術 は

確 立 さ れ て い る ？

景観 への影 響を 最小限 に抑えるため､ 架線レ ス

が 必須 条件と考えています。 そのため、日本国

内に限らず､ 世 界で使用されている先 進的 な技

術を 取り入 れ､ 富士山登山 鉄道にふさ わしい方

式の給 電方 式を採用する予 定です。
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いまを生きる私たちには

世界遺産｢Ｍt．FU｣i｣の価値を

後世に引き継ぐ責任があります

富士山は今、「悲鳴を上げて」い

ます。県は富士山を後世に引き継い

でいくため、これまでさまざまな対

策をしてきました。しかし、世界遺

産に登録された10年前に指摘された

課題は、結果的に改善されないまま

今に至っています。

この状況を放置するわけにはいき

ません。そこで私は、これまでとは

まったく違う発想で課題を一気に解

決するアイデアとして、「富士山登

山鉄道構想」を県民のみなさんをは

じめ、国内外の方々に提案していま

す。

鉄道という上質な体験、電気や水

道などのインフラが完備された「信

仰の場にふさわしい景観・施設」を

整備することで、富士山観光は「量

から質への転換」を図ることができ、

これまでとは違う富士山の楽しみ方

も生まれてくるはずです。

課題解決だけではありません。大

切なのは、富士山を中心とし た富士

北麓地域を世界に誇れる地域とする

ため、将来に向けてどのようにデ ザ

インしていくか。登山鉄道構想は、

そのための議論を始めるツールの一

つに過ぎないのです。

現状を変えることに不安を覚える

のは無理もありません。ただ、この

まま何もしなければ、あるいは慣例

としてこ れまでの対応 に終始するな

ら、10 年後、20 年後、30 年後の富士

山とこの地 域の暮らしがどうなって

いるか。想像をしてみてください。

「富士山の悲鳴」と、解決策として

の「登山鉄道構想」をきっかけとし

て、私はすべての県民のみなさんと

一緒に、この地域の未来を考えてい

きたい。

みなさん、今、議論 を始めません

か。富士山を未来に引き継いでいく

責任は、今を生きる私たちにあるの

ですから。

|!梨県知命

長崎 幸太郎

年2月　山梨県知事政策局富士山登山鉄道推進グループ 発行

甲府市丸の内1-6-1
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訪

者

の

分

散

と

満

足

度

ア

ッ

プ

の

た

め

に

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
あ
と
、
富
士

山
五
合
目
の
来
訪
者
数
は
増
え
た
。
コ
ロ

ナ
禍
直
前
の
2
0
1
9

年
に
は
登
録
前
の

２
倍
以
上
に
達
し
て
い
る
。
と
く
に
夏
は

登
山
者
が
殺
到
し
、
弾
丸
登
山
な
ど
の
危

険
行
為
も
後
を
絶
だ
な
い
。
混
雑
に
よ
る

満
足
度
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

登
山
鉄
道
な
ら
冬
の
観
光
が
可
能
に
。

来
訪
時
期
を
分
散
す
る
こ
と
で
、
富
士
山

を
１
年
通
し
て
魅
力
的
な
観
光
地
に
す
る

こ
と
が
視
野
に
入
っ
て
く
る
。

野
口

健
氏
一
僕
は
す
べ
て
の
山
に
入
山
料

や
入
山
規
制
が
必
要
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
富
士
山
は
特
殊
な
山
な
の
で
、

国
際
基
準
で
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

長
崎
幸
太
郎
知
事
一
入
山
料
の
徴
収
と
入
山

規
制
は
本
格
的
に
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

野
口
氏
一
で
も
、
道
路
に
車
両
を
通
し
た

ま
ま
で
は
、
入
山
料
を
取
っ
で
も
来
訪
者

数
を
制
限
で
き
な
い
で
す
よ
ね
。

知
事
一
は
い
、
そ
こ
で
山
梨
県
は
「
富
士

山
登
山
鉄
道
」
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
富

士

ス

バ
ル
ラ

イ
ン

を

車
両

通
行

止

め

に
し

て

次

世

代

型

路

面

電
車
（
Ｌ
Ｒ

Ｔ
）
を

走

ら
せ

る
構

想
で

す
。

登
山

鉄

道
な

ら
乗

客

数
や

運
行

本

数
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決

め
ら

れ
る

の
で

、
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実

に

来
訪

者

数
を

コ
ン
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ロ
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で
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ま

す

。
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山
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た

め
に
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登
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鉄

道

し

か
な
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思

っ
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ま
し
た
。

排

ガ

ス

を

な

く

し

、

植

生

も

本

来

の

姿

に

富
士
山
の
五
合
目
に
は
電
気
と
上
下
水

道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
発
電
機
用
の

重
油
や
、
ト
イ
レ
の
水
は
麓
か
ら
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
で
運
ん
で
い
る
。
来
訪
者
は
麓

ﾎ Ｅ二ｌ
鉄道構想の実現に

アクセルを

踏み込む時期だ

か
ら
バ

ス
で

五
合

目

を

め
ざ

す
。
こ

れ

ら

の
大

型

車

が
出

す
大

量
の

排

ガ
ス

は
、
富

士
山

の
自

然
環

境
に
悪

影
響

を
及

ぼ
す

。

排

ガ
ス
を

出

さ
な

い
登

山
鉄

道

は
、
大

型

バ
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に

代

わ

る
富
士

ス

バ
ル

ラ
イ

ン
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ク
リ

ー
ン
な
交

通
手

段
に

な

る
。

山

梨
県

は

Ｌ
Ｒ

Ｔ

の

軌
道

を
つ
く

る
際

、

電
気
と
上
下
水
道
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
整

え
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
実
現
す
れ

ば
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
不
要
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
処
理
が
追
い
つ
か
ず
に
不
衛

生
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
ト
イ
レ
も
気
持
ち

よ
く
使
え
る
よ
う
に
な
る
。

野
口
氏
一
世

界

的

に
有

名

な

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

の

登

山

家

が
「

い
ろ

ん

な
山

を

登

っ

た
中

で

富

士

山

が

一
番
汚

か
っ

た
」
と
話

し

て

か
ら
、

登

山
家

の
間

で

は

富
士

山

が

。
汚

い
山

”
の
代
名

詞

に
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っ
て

い
ま

す
。

知
事

フ
ン
ヨ
ッ
ク
で

す
…

…
。

野
口
氏
一
僕

は
2
0年

前
ほ

ど

か
ら

富
士

山

の

清
掃

活
動

を

し
て

い
ま
す

が
、

ゴ
ミ

や

ト
イ

レ
の
問

題
は
本

当

に
ひ
ど

か
っ
た

。

知
事
一
五
合

目

の

電

気

や

水
の

イ

ン

フ

ラ

も
（
Ｌ
Ｒ

Ｔ

を

）
　一
緒

に

整
え

れ

ば
環

境

負

荷

は

グ

ッ

と

減

ら

せ

ま

す

。

さ

ら

に
、

よ り(平成24年および令和元年調査)･:･山梨県 観光入込 客統計



のぐち・けん　1973 年米ボストン生まれ17 歳のときキ

リマンジャロ登頂､99 年､25 歳のとぎにエベレスト登須

に成功し､当時の7 大陸最高峰世界最年少登頂記録を樹

立､2000 年から富士山清掃活動を始めた

バ
ス
を
な
く
せ
ば
五
合
目
に
あ
る
広
大
な

駐
車
場
も
必
要
な
い
の
で
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
部
分
を
埋
め
戻
し
て
、
本
来
の
植
生
を

回
復
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
で
、
景
観
問
題
も

解
決
で
き
ま
す
。

野
口
氏
一
富
士
山
が
よ
り
ク
リ
ー
ン
で
快

適
な
環
境
に
な
り
ま
す
ね
。

富

士

山

周

辺

一

帯

の

バ

リ

ュ

ー

ア

ッ

プ

図

る

富
士

山

登
山

鉄

道
構

想

は
、

登
山

者
の

利

便

性
を

向
上
さ

せ
る
だ

け
で

は
な

い
。

五

合
目

駅

は
半

地
下

に
つ

く

る
こ

と
が

検
討

さ

れ
て

お
り

、
駅

全

体
が

シ
ェ

ル
タ

ー
の
機

能

を

持
つ

。
地

震
や

噴
火

が

お
き

だ
場
合

に

備
え

て
、

落
石

や

噴
石

か

ら
命

を
守

る
こ

と

が
で
き

る
よ
う

に
な

る
。

さ

ら
に

、
周

辺

一
帯

の
付

加

価

値

を
上

げ

、
「
富
士

山
周

辺
の
地

域

づ
く
り
」
も
見

据

え
て

い
る
。

知
事
一
Ｌ
Ｒ
Ｔ

は
、
道
路
が
あ
れ
ば
ど
こ

ま
で
も
軌
道
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

野
口
氏
一
確
か
に
。
た
と
え
ば
河
口
湖
駅

ま
で
軌
道
を
延
ば
せ
ば
、
電
車
を
降
り
て

す
ぐ

Ｌ
Ｒ
Ｔ

に
乗
り
換
え
て
五
合
目
へ

行
く
こ
と
も
で
き
ま
す
ね
。

知
事
一
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
富

鉄道ができれば

富士山が

クリーンでりよ

快適になる

士

五

湖

周

辺

に

軌

道

を

延

ば

せ

ば
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ

の
車
窓
か
ら
富
士
五
湖
を
眺
め
る

こ
と
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
観
光
だ
け

で
な
く
、
生
活
の
場
、
創
作
活
動
の
場
と

し
て
も
生
か
さ
れ
て
い
く
可
能
性
が
出
て

き
ま
す
。

野
口
氏
一
Ｌ
Ｒ
Ｔ

が
通
っ
て
冬
に
も
富
士

山
五
合
目
に
行
け
る
の
は
、
楽
し
み
で
す
。

知
事
一
え
、
ど
う
し
て
で
す
か
。

野
口
氏
一
い
や
あ
、
冬
の
富
士
山
は
い
い

ん
で
す
よ
。
冬
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
て

稜
線
な
ど
の
景
色
が
く
っ
き
り
見
え
る
。

銀
世
界
の
富
士
山
は
美
し
い
で
す
か
ら
、

知
事
も
見
て
く
だ
さ
い
。

知
事
一
そ
れ
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
楽

現在は駐車場になっているスペース

には本来の植生がI復活する

し
み
で
す
。

野
口
氏
一
五
合
目
で
食
事
を
楽
し
ん
だ
り
、

宿
泊
し
た
り
…
…
。
冬
の
富
士
山
は
魅
力

的
な
観
光
地
に
な
る
は
ず
で
す
。

知
事
一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
「
富
士

山
登
山
鉄
道
構
想
」
の
実
現
に
向
け
て
。

い
ま
こ
そ
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
む
時
期
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。

山
梨
県
は
2
0
2
3

年
１１
月
か
ら
富
士

山
周
辺
で
住
民
説
明
会
を
始
め
た
。
知
事

自
ら
構
想
を
説
明
し
、
住
民
か
ら
の
質
問

に
答
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
見
交
換
を

繰
り
返
す
こ
と
で
、
構
想
の
具
体
化
を
進

め
て
い
く
考
え
だ
。

卜
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富 士 山

登 山 鉄 道 構 想

とは

2013 年､ 富士 山 が 世界 遺 産 に登 録 さ れ

た際､ イコ モ ス( ユ ネ スコ 世 界 遺 産 委員 会 の

諮問 機 関) は､０ 来 訪者 数 の増 加 に よる オー

バ ー ツーリ ズ ムの 解 消 ＠ 観 光 大型 バ スな ど

の 排 ガス によ る 環境 問 題の 改 善 ＠ 信 仰の 場

で あ る 富 士山 の 景 観 を ふ さ わしい もの に す

る､ を今 後解 決 すべ き課 題と指 摘 した。

しか し､ こ の10 年 間､ 三 つ の 課 題 は解 決 し

な かった。

こ うし た事 態 に 直面 し た山 梨 県 が 考 え た

の が､ 富 士山 登 山鉄 道 構 想だ。

河口 湖一 富 士 山 五 合 目間 を つ なぐ富 士 山

有 料 道路｢ 富士 スバ ルラ イン｣ 上 の 軌 道 に次

世 代 型 路 面 電 車(ＬＲＴ) を走 ら せる。既 存 の

道 路 を活 用 する ため 大規 模 な 開 発 は必 要 な

く、ＬＲＴはワ イヤレ ス 給電 など架 線 レ ス で給

電 する ため､ 新 たに電 柱 を立 てな くて済 む。

山梨 県 は､ 現 状 の課 題 を解決 するだ けで な

く、富 士 山 の100 年先 を 見据 え た交 通 手 段 と

考 えてい る。

心

100年後から見て誇れる 地域づくりのために

登山 鉄道 構想は、現状 でマイナス部分 のオーバーツーリズム

の解 消だけ ではなく、インフラ整備、世界レベルの観光 エリア

形成 など地域の価値 を上げることをめざしています

富士山を22 世紀仕様にリデザインする

.'･゙ I｣日　7= 嶮 ｔ:I °

地理院地図を利用して作成

五合 目の

駅のイメージ

令和６年3 月

山梨県知事政策局富士山登 山鉄道 推進グル ープ 発行

〒400-8501 甲府市丸の内1-6-1

TEL 055-225-3967　FAX 055-223-1651

E-mail fｕjisａｎ-｢ｗ＠pref.yａｍａｎａshi.lg.｣p

／　 山中を登るＬＲＴ

；　　 ，`
ｉ ・　 ｊ

[動画丿

富 士山の 課題 編

車内のイメージ

[動画]

登山鉄道編
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ｓed fr ｏｍ ４ｐｍ ｕｎt11 3am ・ 。。。｡｡

Rｅｓtrictｉｏｎｓ ｗill be imposed if t ｈｅ ｎｕｍｂｅr ｏｆ ｄｉｍｂｅrｓ

ｅｘｃｅｅｄｓ　4,000 ．

･dｕｃtｉｏｎ tｏ tｈｅ Ｎｅｗ Ｆｅｅsド ミ'Hiking Fee 2,000{

Ｍａｎｄａtｏry} ａｎｄ Ｄｏｎａtion l,000 y ｅｎ (Opt ｉｏｎａｌ)．
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混 雑 防 止 の ため 、1111111111

当 日 の 登 山 者 数 XI 疸
五合目の登山道入ﾛ ｹﾞｰﾄ を閉鎖し、通行を規1111しま1’。（､I-

山l:11での安 全・巡回 指 導 、外 国 人 サポートなどに使用させてＵただきま1卜。
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